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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正の内容】
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(2) JP 2004-527498 A5 2009.4.9

【化２】

　式中、
　ｒは１または２であり；
　ｓは０、１または２であり；
　ｎは０、１または２であり；
　ｐは０、１または２であり；
　Ｒ１は、
　水素、
　アミジノ、
　Ｃ１－４アルキルイミノイル、
　Ｃ１－１０アルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－Ｃ３－７シクロアルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチルおよび
　（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールからなる群から選択され；ヘテロアリールは、
　　（１）ピリジニル、
　　（２）フリル、
　　（３）チエニル、
　　（４）ピロリル、
　　（５）オキサゾリル、
　　（６）チアゾリル、
　　（７）イミダゾリル、
　　（８）ピラゾリル、
　　（９）イソオキサゾリル、
　　（１０）イソチアゾリル、
　　（１１）ピリミジニル、
　　（１２）ピラジニル、
　　（１３）ピリダジニル、
　　（１４）キノリル、
　　（１５）イソキノリル、
　　（１６）ベンズイミダゾリル、
　　（１７）ベンゾフリル、
　　（１８）ベンゾチエニル、
　　（１９）インドリル、
　　（２０）ベンゾチアゾリルおよび
　　（２１）ベンゾオキサゾリルからなる群から選択され；フェニル、ナフチルおよびヘ
テロアリールは、未置換であるかＲ３から独立に選択される１～３個の基によって置換さ
れており；アルキルおよびシクロアルキルは、未置換であるかＲ３およびオキソから独立
に選択される１～３個の基によって置換されており；
　Ｒ２は、
　フェニル、
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　ナフチルおよび
　ヘテロアリール
　からなる群から選択され；ヘテロアリールは、
　（１）ピリジニル、
　（２）フリル、
　（３）チエニル、
　（４）ピロリル、
　（５）オキサゾリル、
　（６）チアゾリル、
　（７）イミダゾリル、
　（８）ピラゾリル、
　（９）イソオキサゾリル、
　（１０）イソチアゾリル、
　（１１）ピリミジニル、
　（１２）ピラジニル、
　（１３）ピリダジニル、
　（１４）キノリル、
　（１５）イソキノリル、
　（１６）ベンズイミダゾリル、
　（１７）ベンゾフリル、
　（１８）ベンゾチエニル、
　（１９）インドリル、
　（２０）ベンゾチアゾリルおよび
　（２１）ベンゾオキサゾリルからなる群から選択され；フェニル、ナフチルおよびヘテ
ロアリールは、未置換であるかＲ３から独立に選択される１～３個の基によって置換され
ており；
　Ｒ３は、
　Ｃ１－６アルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチル、
　（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリール、
　（ＣＨ２）ｎ－複素環、
　（ＣＨ２）ｎＣ３－７シクロアルキル、
　ハロゲン、
　ＯＲ４、
　（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ４）２、
　（ＣＨ２）ｎＣ≡Ｎ、
　ＣＯ２Ｒ４、
　Ｃ（Ｒ４）（Ｒ４）Ｎ（Ｒ４）２、
　ＮＯ２、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ４ＳＯ２Ｒ４、
　（ＣＨ２）ｎＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、
　（ＣＨ２）ｎＳ（Ｏ）ｐＲ４、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、
　（ＣＨ２）ｎＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ４、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ４ＣＯ２Ｒ４、
　ＣＦ３、
　ＣＨ２ＣＦ３、
　ＯＣＦ３および
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　ＯＣＨ２ＣＦ３からなる群から選択され；ヘテロアリールは上記で定義の通りであり；
フェニル、ナフチル、ヘテロアリール、シクロアルキルおよび複素環は、未置換であるか
独立にハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１－４アルキル、トリフルオロメチルおよびＣ１－４ア
ルコキシから選択される１～３個の置換基によって置換されており；（ＣＨ２）ｎは、未
置換であるか独立にハロゲン、ヒドロキシおよびＣ１－４アルキルから選択される１～２
個の基によって置換されており；
　各Ｒ４は独立に、
　水素、
　Ｃ１－６アルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチルおよび
　（ＣＨ２）ｎＣ３－７シクロアルキルからなる群から選択され；シクロアルキルは、未
置換であるかハロゲン、Ｃ１－４アルキルおよびＣ１－４アルコキシから独立に選択され
る１～３個の基で置換されており；あるいは２個のＲ４基が、それらが結合している原子
と一体となって、Ｏ、ＳおよびＮＣ１－４アルキルから選択される別のヘテロ原子を有し
ていても良い４～８員の単環式または二環式環系を形成しており；
　各Ｒ５は独立に、
　水素、
　Ｃ１－８アルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチル、
　（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールおよび
　（ＣＨ２）ｎＣ３－７シクロアルキルからなる群から選択され；ヘテロアリールは上記
で定義の通りであり；フェニル、ナフチルおよびヘテロアリールは、未置換であるかＲ３

から独立に選択される１～３個の基によって置換されており；アルキル、シクロアルキル
および（ＣＨ２）ｎは、未置換であるかＲ３およびオキソから独立に選択される１～３個
の基によって置換されており；あるいは２個のＲ５基が、それらが結合している原子と一
体となって、Ｏ、ＳおよびＮＣ１－４アルキルから選択される別のヘテロ原子を有してい
ても良い５～８員の単環式または二環式環系を形成しており；
　Ｘは、
　Ｃ１－８アルキル、
　（ＣＨ２）ｎＣ３－８シクロアルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチル、
　（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリール、
　（ＣＨ２）ｎ複素環、
　（ＣＨ２）ｎＣ≡Ｎ、
　（ＣＨ２）ｎＣＯＮ（Ｒ５Ｒ５）、
　（ＣＨ２）ｎＣＯ２Ｒ５、
　（ＣＨ２）ｎＣＯＲ５、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ５Ｃ（Ｏ）Ｒ５、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ５ＣＯ２Ｒ５、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ５Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５）２、
　（ＣＨ２）ｎＮＲ５ＳＯ２Ｒ５、
　（ＣＨ２）ｎＳ（Ｏ）ｐＲ５、
　（ＣＨ２）ｎＳＯ２Ｎ（Ｒ５）（Ｒ５）、
　（ＣＨ２）ｎＯＲ５、
　（ＣＨ２）ｎＯＣ（Ｏ）Ｒ５、
　（ＣＨ２）ｎＯＣ（Ｏ）ＯＲ５、
　（ＣＨ２）ｎＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５）２、
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　（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ５）（Ｒ５）および
　（ＣＨ２）ｎＮＲ５ＳＯ２Ｎ（Ｒ５）（Ｒ５）からなる群から選択され；ヘテロアリー
ルは上記で定義の通りであり；フェニル、ナフチルおよびヘテロアリールは、未置換であ
るかＲ３から独立に選択される１～３個の基によって置換されており；アルキル、（ＣＨ

２）ｎ、シクロアルキルおよび複素環は、未置換であるかＲ３およびオキソから独立に選
択される１～３個の基によって置換されており；
　Ｙは、
　水素、
　Ｃ１－８アルキル、
　Ｃ２－６アルケニル、
　（ＣＨ２）ｎＣ３－８シクロアルキル、
　（ＣＨ２）ｎ－フェニル、
　（ＣＨ２）ｎ－ナフチル、
　（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールおよび
　（ＣＨ２）ｎ－複素環からなる群から選択され；ヘテロアリールは上記で定義の通りで
あり；フェニル、ナフチルおよびヘテロアリールは、未置換であるかＲ３から独立に選択
される１～３個の基によって置換されており；アルキル、（ＣＨ２）ｎ、シクロアルキル
および複素環は、Ｒ３およびオキソから独立に選択される１～３個の基で置換されていて
も良い。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９８】
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【表６】
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（実施例２０２）
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